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全国障害者スポーツ大会千葉県代表候補選手 

選考要領 
 

１ 目 的 

  この要領は、全国障害者スポーツ大会（以下、「全国大会」という）における千葉県代表選手選考に 

ついて、円滑かつ公正に実施するため必要な事項を定める。 

   

２ 選考委員会 

  千葉県及び千葉県障がい者スポーツ協会は、「全国障害者スポーツ大会千葉県代表選手選考委員会」（以

下、「選考委員会」という）を設置する。 

 選考委員は、「千葉県障害者スポーツ大会実行委員会（以下、「実行委員会」という）」の実行委員が 

兼ねる。なお、選考委員長等の役職は、「実行委員会」に準ずる。 

 

３ 千葉県代表選手資格 

  資格は、全国障害者スポーツ大会実施要綱及び千葉県障害者スポーツ大会実行委員会議決事項に 

基づく。 

 

 ｢出場選手は、次のすべての条件を満たす者とする。｣ 
     

 ア 毎年４月１日現在、１３歳以上の身体障害者及び知的障害者並びに精神障害者。 
      

イ 身体障害者は、身体障害者福祉法(昭和２４年法律第２８３号)第１５条の規定により、 
身体障害者手帳の交付を受けた者。 

          知的障害者は、厚生事務次官通知(昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号)による 
療育手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の対象に準ずる障害のある者。 

       精神障害者は、精神保健および精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号） 
第４５条の規定により、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者。あるいは、その取得の 
対象に準ずる障害のある者。 

      
ウ  申し込み時に参加する都道府代表県・指定都市内に現住所（住民票のある地）を有する者。 
 
エ  別に定める「千葉県代表選手団行動規範」を遵守できる者。 
 

オ 全国障害者スポーツ大会開催地の地理的状況や旅行日程、宿泊条件等を考慮し、派遣期間中の 

健康維持等が可能であるとともに、練習会・結団式・本大会派遣期間等において、集団生活や行 

動に適応できる者。 

＊選手は、大会派遣期間全日程（５泊６日）に参加できる者とする。 

       ただし、この日程により難い特別な事由がある場合には、選考委員長がその可否を判断する。 

 

 

４ 参加枠割当数 

（１） 個人競技 

全国障害者スポーツ大会開催基準要綱に基づき主催者が決定した数。 

（２） 団体競技  

全国障害者スポーツ大会関東ブロック予選会の結果による。 



30 
 

 

５ 選考方法  

（１） 個人競技 

①  選考対象者 

当該年度に実施した千葉県障害者スポーツ大会（一部競技については前年度大会）において顕著

な成績を収めた者。（不可避的な事情により千葉県障害者スポーツ大会に参加できなかった場合は、

前年１月１日から当該年選考委員会開催日までに実施した下記大会等で顕著な成績を収め、かつ千

葉県障害者スポーツ大会を主管する競技団体から推薦があった者。） 

 

   ・全国障害者スポーツ大会 

   ・日本パラリンピック委員会（ＪＰＣ）加盟団体の主催する大会・事業 

・国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）、アジアパラリンピック委員会（ＡＰＣ）及び 

国際知的障害者スポーツ連盟（Ｖ irtus）の主催する大会    

   ・日本パラ陸上競技連盟の主催する大会 

   ・千葉県障害者スポーツ大会を主管する競技団体が主催する大会・事業 

  

 

②  選考方法 

ア 陸上競技、水泳、フライングディスク及びボウリングにおいては、県大会または上記大会の

記録と全国障害者スポーツ大会（前２大会）の記録との比較により選考する。 

ただし、対象種目の参加者が無い場合、または参加少数で記録が低調の場合は、全国大会記録

に対する達成度（到達度）を参考に選考する。 

 

イ 卓球は千葉県障がい者卓球協会、アーチェリーは千葉県身障者アーチェリー協会、ボッチャ

は千葉県ボッチャ協会の推薦による。 

 

ウ 開催地から割り当てられる参加選手枠に対する選手の障害区分構成や、これに伴う役員の  

確保等は、総合的な判断により決定する。 

     

 （２）団体競技 

    全国障害者スポーツ大会関東ブロック予選会の結果に基づき、全国大会の出場資格を得た競技チ 

ームを決定する。 

 

この要領に定めない事項については、委員長が別に定める。 

 

令和２年 １月 ８日 制定 

   令和２年１２月２４日 改正 

   令和４年１２月２２日 改正 

   令和５年１２月２１日 改正 


